
  門前自治会

ホーム   基本情報   募集情報   活動紹介   おしらせ   問い合わせ                  

自然農法の家庭菜園セミナー体験報告（第１：

土のもつ力を引き出す）

来訪者の皆様へ

東久留米市内の農地及び野島農園の畑

に多くの野菜の種まき及び植付をする

季節になりました。

門前自治会としても、今年も親子農業

体験を実施致します。

子供たちに安心・安全な野菜を収穫し

てもらうために、関係者一同いろいろ

な勉強をして行きたいと思います。

その第一弾として、MOA大仁農場にて

実施している自然農法家庭菜園セミ

ナーに参加してきましたので報告致し

ます。

さて、今後の農業の施策として、消費

者から求められる要望を満たすため、

安心・安全な有機農法、自然農法、地

産地消を推進することが大切と言われ

ています。

*****************************

門前自治会にて、自然農法家庭菜園セ

ミナーと体験を開催致します。

日時：5月26日14時〜16時

会場：野島農園

内容：ＭＯＡ自然農法文化事業団普及

員による講習会と圃場実習

ご興味ある方は、「くるくる」門前自

治会のイベントにて紹介していますの

で御覧ください。

*****************************

未来ある子供たちに農業体験を通し

て、野菜や果物を好き嫌いなく、自然

の恵みを体で吸収することで、健康な

体作りをして欲しいと思います。

食は命なり
↓

『食』は『人』を『良』くす
るもの

1.従来の農法

�従来の栽培法（これを一般

的に慣行栽培、慣行農法と呼

んでいます）では化学肥料、

農薬、除草剤、などを使い、

栽培をしてきました。

�化学肥料は、外から作物に

窒素を主とした養分を与え、

その生長を促します。

�したがって、化学肥料は、

たとえ種をまく時期や苗を定

植する時期が早すぎても、ま

た逆に遅すぎても、作物は順

調に生長してゆきます。した

がって、時期をあまり気にす

る必要がありませんまた、よ

ほど悪天候などがない限り、

失敗することも少ないでしょ

う。

化学肥料・農薬等を使用すれば、楽

に、旬を選ばず、品質が良い野菜・穀

物等が大量に生産できます。

�近年、化学肥料の使いすぎ

による地力の低下などの害が

目立ちはじめ、それに替えて

動物糞（牛糞や豚糞、鶏糞

等）や植物残渣（菜種粕等）

で作った堆肥を有機堆肥とし

て使用し、養分の供給と土壌

中に有機物を蓄積しようとい

う動きが高まっています。こ

れも基本的には外から養分を

供給するという観点から見れ

ば化学肥料を投入するのと同

じ発想です。

慣行作物は工場製品と同じ 戦前、日本の農家が、日々土地を耕し、自

然から与えられた恩恵を生かし、「百姓：

命の源を作るのに、百の仕事をこなす。米

を製造するのに、約八十八手の工程があ

り、土づくりは、最大の労力を傾けまし

た。自然農法は、昔の農家の知恵を生かし

ています。

2.自然農法

�自然農法は、1935年（昭和

10年）、今日まで多くの人が

実践してきた農法です。自然

農法で栽培する際には、つね

に自然尊重、自然順応、自然

規範という3つの基本的な考

え方に立って行います。

�また、自然農法の場合は、

化学肥料や農薬、除草剤等を

使いませんが、それは、土の

もつ力を十分発揮させるとと

もに、作物のもつ特徴を大い

に尊重し、作物を栽培するこ

とにより、健康な作物を栽培

することができると考えるか

らです。

土事態が、本来持っている成分。

人が与える、肥料。比較すると、土本来に

存在するN/P/Kが多いです。

�特に、土については、作物

を育てる能力が十分備わって

おり、その能力を発揮させる

お手伝いを、人が行うとが基

本となります。

�また、自然農法の場合は、

化学肥料を一切使いませんの

で、種を播いたり、苗を植え

る時期を間違えないようにす

る必要があります。また、病

気や害虫がでないような環境

を整え、また、強い作物を育

てていく必要があります。ま

た、病気や害虫がでないよう

な環境を整え、また、強い作

物を育てていく必要がありま

す。

自然農法の原理

土の偉力を発揮させること

堆肥の効果

土を固めない・温める・乾きを防ぐ

�たとえば、春だんだん暖か

くなってくると、土の中の温

度も上がり、微生物の動きも

活発となり、地力が発現され

てきます。その時を待って種

をまいたり苗を植えたりしま

す。

�そういう意味では、土の状

態をよく見て観察するととも

に、自然をよく見て学んでい

くということが大切になりま

す。

Ao層では、土壌の湿度が安定し、土壌

の中小の動物や微生物が活発に活動

し、また、草も生えておらず、有機物

の豊富な肥えた土壌が育まれていま

す。

生態系内部で窒素は、土壌から植物へ行

き、落葉・落枝として土壌に戻っていきま

す。

この過程で窒素は、植物からそれらを食べ

る動物へと移動するが、それらの窒素も動

物の排出物や遺体という形で土壌へ供給さ

れます。

土壌中では、落葉や落枝に含まれる有機態

窒素の無機化等によって窒素の化学形態は

変化し、再び植物に吸収されます。

3.宇宙の活動源泉の仕組

み〜火素、水素、土素、

自然力

�次に自然農法にとって最も

大切な仕組みとなるその原理

について述べてみましょう。

�宇宙の活動の根源的な力と

して、太陽、月、地球の3つ

を取り上げています。

�そして、この３つからは、

それぞれ「火素」（かそ）、

「水素」（水素）、「土素」

（どそ）と呼ばれる３つの要

素が出ていると言われていま

す。

理念：自然尊重、自然順応、自然規範。

原理：土の偉力を発揮させる。

根張りを抑止、土の力を利用する。

そのためには土を固めない、温める、乾か

さない。

そのためには、土を裸にしないこと、有機

物を上手にかつようすること。

�この３つの要素が密接に絡

み合って、「自然力」が発揮

され、それによって総ての生

き物（当然、作物も）は生か

されていると思います。

�そこで、自然農法の栽培で

は、この「自然力を十分活用

できるよう、太陽の光と熱で

ある日当たりを良くするこ

と、月の十分な水分を供給す

ること、そして、地球の土、

即ち、汚染されていない清浄

な土で栽培することを基本に

おいています。

深さ約６０センチ。根張りを良くし、乾燥

に耐え、根を育成する。

�自然農法の原理には２つあ

り、その1つ目は大自然を規

範とすること、２つ目は土の

偉力（いりょく）を発揮させ

ることであると言われていま

す。そして、土については、

土を「尊び」、土を「愛

し」、土を「汚さない」よう

にすることが大切で、そうす

れば「土は満足し、喜んで活

動致します」。又、土を生命

体として捉え、その力を引き

出すことです。

�土の偉力を発揮させること

に関して、土は「堆肥の塊

（かたま）り」であるとも言

われています。土にはたくさ

んの養分をはじめ、作物を育

てる力が備わっています。私

たちが、作物を栽培する際、

作物が根をはる深さ１メート

ルないし２メートルまでの土

を利用するとしますと、その

土の中には、数千年前から数

万年分の養分が含まれていま

す。しかし、その大半は実は

作物に吸収されにくい形態そ

こにあります。そこで、自然

農法ではその土が養分を提供

してくれるよう、土づくりや

作物の栽培をしていくことが

重要と捉えています。

落ち葉を、足で踏み、根が伸びるようにす

る。その後、両サイドに溝を掘り、土を高

く盛り付ける事。

�自然農法では、土の力がま

だ十分に備わっていない場

合、その土の力を発揮させる

ため、窒素成分をほとんど含

まない抜け殻となった落ち葉

や、枯れ草で出来た自然堆肥

を活用します。

�ここで気をつけていただき

たいことは、自然農法では、

自然堆肥は養分供給を目的と

して使わないということで

す。自然堆肥は３つの目的を

持って使用します。それは、

土を固めない、土を温めるた

め、そして、土を乾かさない

ためです。

畦の作成

穴を掘り堆肥置き場を作る

4.大気中から窒素の固定

（内生菌（エンドファイ

ト）の働き）

�作物には自らの体を活用

し、大気中にある窒素を固定

し体内に取り組む働きがあり

ます。

�実は、植物（作物）の体内

には根から葉に及ぶあらゆる

器官の細胞内部や細胞間隙

に、外部に病微を表すことな

く、共生的に生活する多数の

カビや細菌が存在していま

す。これらの微生物を総称し

て内生菌（エンドファイト）

と呼んでいます。この内生菌

は自信に必要な栄養を植物に

依存する代わりに、窒素を大

気中から固定し植物の成長を

促進するなど、様々な機能を

発揮しています。

堆肥用草刈り作業 保存しておいた落葉

�また、植物の根から分泌す

る養分を土壌微生物が利用す

るとともに、植物の根、特

に、毛細根も生き代わり、そ

の遺体もそれらの微生物に

よって分解され、腐植化され

て「腐植」（土壌固有の暗色

無定形のコロイド状高分子化

合物）になるとともに、植物

のその他の残渣も腐植にな

り、植物自身が土を肥やす働

きをしてくれます。

5.自然界に存在する物質

を循環させる

�自然農法では、自然界に存

在する物質を循環させる、低

投入、低ロス型の栽培です。

落葉と刈り取った草を混ぜる 落葉と刈り取った草を混ぜる

�窒素は微生物の働きによる

窒素固定、また、降雨や塵

（ちり）などに含まれるアン

モニアや硝酸・亜硝酸等の窒

素化合物の降下といった形

で、森林生態系に加わりま

す。また逆に、窒素は土壌中

に存在する水によって溶かさ

れ渓流へ流亡し、脱窒などの

形で窒素は外へ出ていきま

す。

�しかし、一般に森林生態系

における窒素循環に関して

は、このような系の外部から

の加入と外部への移出（外部

循環）よりも、系内部での循

環（内部循環）の方が量的に

大きいと言われています。

混ぜる時に水を加える MOA大仁農場の周り（案内板）

�生態系内部で窒素は、土壌

から植物によって吸収され、

植物の落葉・落枝として土壌

に戻っていきます。この過程

で窒素は、植物からそれらを

食べる動物へと移動していく

こともありますが、最終的に

はそれらの窒素も動物の排出

物や遺体という形で土壌へ供

給されます。土壌中では、落

葉や落枝に含まれる有機態窒

素の無機化等によって窒素の

化学形態は変化し、再び植物

に吸収されます。

�自然農法においても、作物

を栽培する際に、こうした自

然界の資源の循環を踏まえて

農地の管理をしていくことを

心がけ、不必要には外から資

源を持ち込まない（投入しな

い）ということを基本におい

ています。

掘り起こした土は表を裏にしておくこ

と

掘り起こす様子

�自然界の森林をよく見てみ

ますと、地表は落葉や落枝な

どで覆われ、それらが不朽化

し地表面に堆積し、Ao層とい

われる薄い層を形成し、そこ

には多くの腐植が存在し、そ

の腐植が粘土と結びついて粒

子を構成しています。

�Ao層では、土壌の湿度が安

定し、土壌の中小の動物や微

生物が活発に活動していま

す。また、草も生えておら

ず、その下には有機物の豊富

な肥えた土壌が育まれてお

り、地温も微生物の活動によ

り安定しています。

�自然農法では、土づくりの

過程で、こうしたAo層の状態

や働きを畑の上で再現しよう

と、自然堆肥や有機物などで

畑の上を被覆することを心掛

けています。

土をかけて表に平らにする

6.土の中の動き（土の

「自然力」を高める）

�落葉や枯れ草で作った自然

堆肥を圃場（ほじょう）に使

用しますと小動物や糸状菌や

放線菌、細菌などの微生物の

働きでだんだん分解され、そ

して腐植化が進んで腐植に変

化し、そこに養分が貯蔵され

ます。腐植は、さらに土壌の

団粒構造（自然農法の畑作で

は理想的な土壌の状態）の形

成に小さな土壌粒子間の接着

剤にもなり、そしてまた、作

物への養分と水の供給を円滑

に行い、土壌温度も上昇し、

耕耘（ｺｳｳﾝ）も用意になるな

ど、栽培上重要な働きをして

くれます。

盛り上がったところを掘り、苗を植え

付ける

掘った穴に苗を入れて見て、深さなどを確

認する

�腐植は土壌中でアルミニウ

ムと珪酸で構成される粘土鉱

物と結びつき、腐植粘土複合

体を構成します。これは団粒

構造のもとになるものです。

この腐植年度複合体が火素

（酸素）、水素（水素）、土

素（窒素）の三位一体の自然

力の働きによって、植物に必

要な養分をいくらでも生み出

すことができます。

�したがって、自然農法で

は、自然堆肥を土壌に混合し

たり、土壌の表面に被覆する

などして、この腐植を上手に

補うことにより、土壌は肥

え、作物は健康に育つことに

なります。

ビニールの鉢から苗を取りだす バランスをみる

7.健康な作物の栽培−根

の伸びを良くすることを

心掛けよう

�実は、植物を育てる際「最

も大切なことは、根の末端で

ある毛細根の伸びをよくする

ことである」と言われていま

す。毛細根の寿命は実は数日

間と言われています。そこ

で、常に新しい毛細根が発達

していくよう工夫が必要とな

ります。

苗を植え付ける

�植物神経学会という学会が

ありますが、その学会の研究

者たちは、根の先端には人間

でいえば頭脳的な働きをして

おり、その毛細根を活性化す

ることが大切であると言って

います。

�植物の根は、土への自然堆

肥の施用によって、その根張

りが良くなります。

生徒さんも体験 生徒さん体験

�植物の根には毛細根が生え

ています。毛細根には良い堆

肥を見分ける能力があると言

われています。根を定植後初

根が促進されるには、半熟の

自然堆肥を土壌の中層にいれ

ると良いでしょう。

�また、完熟の自然堆肥は上

層部にいれます。一方、未完

熟の自然堆肥は一つ一つの形

が大きいため、上層に使用す

ると、植物が発芽する際、発

芽が妨げられます。また、根

菜類の場合は、股割れの原因

になります。未完熟の自然堆

肥は土壌中の深いところに入

れるとよいでしょう。

苗を植え付け完了 大仁農場の研究施設表示看板

�根からは分泌物が出ていま

す。根そのものや根からの分

泌物は微生物の餌となり、微

生物は増殖してゆきます。そ

の微生物が死滅し、有機物の

無機化を促進させてゆきま

す。低投入栽培ではこれらの

分泌物量は多導入栽培に比べ

ると多く出ます。

おやつとして食べたサトイモ。

大変美味しかったです。

自然農法をやった農家の反応

以上、自然農法の基本であ

る、土のもつ力を引き出す考

え方を記載致しました。

本内容は、当日の配布資料に

基づき概要をまとめたもので

す。興味ある方は是非、定期

的に開催している一般社団法

人MOA自然農法文化事業団が

主催している、自然農法家庭

菜園セミナー（会場：大仁農

場）に参加して下さい。

このセミナーを体験すること

により、自然農法の哲学を十

分に理解することができると

思います。また、通信教育も

行なっています。

このような機会を通して、自

然農法を学び、体に優しい野

菜等を生産して頂きたいと思

います。

日本の農業は、安心・安全を追求し、

消費者に信頼される生命の源を製造す

る責任があります。私達農家は、有機

農業・自然農法・地産地消を推進し、

地域市民の支援により、未来があると

思います。

一般社団法人ＭＯＡ自然農法

文化事業団は、国が進める有

機農業の補助事業に参加、協

力しています。

生命産業と言われる農業です

が、日本農業は大変厳しい状

況に置かれています。

生産者の高齢化と継続者不

足、進み行く離農や農地の荒

廃、そして生産量の減少や食

の欧米化による食料自給率の

低下、環太平洋地域における

関税撤廃論議。難問が山積み

になっている日本農業を立て

直す上で、その鍵を握ってい

るのが、有機農業・自然農

法、地産地消の広がりだとも

いわれています。

国は、平成18年12月に「有

機農業の推進に関する法律」

を想定し、平成19年4月に

「有機農業の推進に関する基

本的な方針」を策定。

全国の約280万戸の農家が有

機農業を実施を願い、平成20

年度から本格的に有機農業推

進事業を行い、ＭＯＡ自然農

法文化事業団は、国が進める

事業にさまざまな形で参加・

協力しています。

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※本掲載資料は、東久留米MOA健

康生活（自然農法）ネットワーク監

修

※写真掲載了承済

前のページへ戻る

東久留米のふれあい情報サイト くるくる


